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２００４年１０月２３日に発生した新潟県中越地震では、震源近傍における小千谷市・川口町において震度７

相当の地震動が観測された。震源に近い川口町では大きな被害が生じた。本検討では、まず初めに、この地震動の

特性や被害状況の状況を把握するため、小千谷市と川口地区において面的に約 130 点の常時微動観測（単点）を実

施、特に小千谷市においては、2ｋｍ×2ｋｍのエリア内で面的に微動探査を実施した。この結果、小千谷市におい

ては沖積層と河岸段丘に相当する地域での H/V スペクトルの卓越周期に大きな差が明瞭に確認できた。また川口町

（役場付近）においては、スペクトル形状は平坦であり、明瞭なピークは見られなかった。田麦山や和南津地区に

おいては一部で明瞭な卓越周期がみられるが、全体的にバラツキが大きい。 

また、この地域での速度構造を詳細に調査するため、K-NET 小千谷観測点付近、JMA 小千谷観測点付近、川口町

震度観測点付近の３地点でそれぞれ１００ｍ、３０ｍ、３０ｍのボーリング調査を実施した。調査においては、Ｐ

Ｓ検層、密度試験、Ｑ値の解析等を実施し、非線形構造が想定される表層の粘性土層（高有機質土層）においては、

「土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験」等を実施した。以上の結果と既往

の資料および被害分布を比較することで、これらの地域の地盤増幅特性を明らかにし、実際の地震が発生した時点

での地震動を推定する検討を行った。またこれらの情報を集約し、浅部地盤構造モデルを作成を試みた。 

 


